
主目的 3 13 4

副目的

款 項 目 大 中

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

1,015,460

1,756,561

0.80

対前年比

保険年金課

医療係

担当部

担当課

担当係

事業類型

高齢者の健康の保持と増進を図る

後期高齢者医療保険特別会計

16,095

Ｈ22決算額

2,006,2461,832,420

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

3.00

1,849,468

1,027,307

884,613

1,140,385

コ
　
　
ス
　
　
ト

2,024,998

741,101

105.2

822,161

その他財源

0

一般財源

0
財
源

事業番号

小牧市後期高齢者医療特別会計繰出金
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健康福祉部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成２０年度 平成３０年度以降～事業期間

名称：

高齢者の医療の確保に関する法律

6 1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 2 3

保健福祉

根拠法令・個別計画

高齢者福祉

3

市が直接実施・運営

　後期高齢者医療制度に係る本市の事務費、広域連合に納入する共通経費、後期高齢
者医療制度に加入する小牧市の被保険者分の医療給付費の1/12(市負担分)、低所得
者の保険料の軽減分を一般会計から後期高齢者医療特別会計に繰出金をとして支出
する。
　市では、後期高齢者医療制度に加入する被保険者の各種申請、届出業務の受付、制
度に関する広報、相談業務、保険証の引渡し、広域連合で賦課した保険料の徴収を
行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　後期高齢者医療における療養給付費負担金、事務経費等市負担部分を一般会計か
ら後期高齢者医療特別会計に繰出金として予算措置をし、後期高齢者医療会計の安定
を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

3.00

2,657953

0.800.80

16,09516,095

費
用

1,208

直接経費 1,739,258

費用合計

3.00

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

人

回

判　　　定

1 1

H22

H23H22

5

11,208

11,990

H23

― 99

10,540

― ―

H21

99

10

業
　
　
　
　
績

％
成
果
指
標

保険料収納率

活
動
指
標

活動指標名

出前講座

受給者数

事業目的の
達成状況

２２年度は、制度開始後初めての保険料改定年度となり、保険料率があがったが、昨年
と同様９９％の収納率となり、後期高齢者医療会計の安定を図ることができた。

―

99

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

収納対策強化のため、収納支援システムを導入し、収税課と情報を共有し、収納対策に
努めている。今後も未納の早期解消を図り安定した財政運営ができるよう努めていく。

後期高齢者医療の被保険者数が増加している中、保険料の収納率を維持していくため
には効率的な収納対策を図っていく必要がある。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

後期高齢者の医療費は、増加の傾向にあるため、事業を廃止すると後期高齢者の保険
料や医療費の負担が重くなり、必要な医療が受けられなくなる危険性がある。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)
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